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○考えて動く・・・ 
現在、「モーニングマイスター」と称して、６年生が全校を巻き込んだあいさつ活動を展開しています。

例年、本校では１月から３月にかけて、「挨拶マイスター」の活動を行ってきました。コロナ禍でもあり、

例年のような活動はできないと考えていたところ、６年生が、稲西っ子の３つの伝統の一つ「あいさつ」

の姿をさらに高め、宝物にしたいと学年内で話し合って、「モーニングマイスター」の活動をしようと決

め、全校に投げかけてくれました。 

おうちの中でも、登校中でも、そして学校でも１０人以上に積極的に挨拶することを呼びかけるもので

す。６年生が教室を回って挨拶を交わしたり、あいさつポスターを作製・掲示したり、評価カードやシー

ルを作り賞状を渡したり、お昼の時間には、素敵な挨拶の姿を全校放送で紹介したりと、積極的に活動を

展開しています。 

この活動がすてきなのは、まずは、６年生自身が、稲西っ子の現状で気になることを見つけ、そしてそ

の改善のために「どうしたいのか」という願いを共有し、「どうすればよいか」と考えをめぐらせ、行動

に移すところまでもっていくことができたことです。 

言われたことを言われたままに動くことはさほど難しいことではありません。しかし、これを続けてい

ても課題を乗り越え、たくましく行動する力は養われていくことにはならないでしょう。将来に「生きて

働く力」は、現在６年生がとっているような自ら考え行動することから身についていくものです。 

ただし、活動を進めていけば、さらなる課題にぶつかり、つまずき、壁にぶちあたることになるでしょ

う。この壁の存在に気づくこと、そしてその壁をどう乗り越えていこうとしていくのか・・・。さらに試

行し行動しようと努める姿を期待しています。卒業まであとわずか。がんばれ６年生。 

 

 

〇感染症対策を徹底して・・・ 
５年生を中心にして６年生を送る会の準備が進められています。体育館に全校が集まっての例年のよう

な展開の集会は三密を避けるうえでもできないことから、第一部では、学年ごとに作成されたビデオメッ

セージを教室で視聴する形をとります。第二部では、グラウンドにて最後のなかよし遊びを実施する予定

です。５年生による外での器楽演奏は、初の試みとなります。６年生への感謝の気持ちを伝えるのに、ど

うすれば実現が可能になるのかを考え、いろいろと試行錯誤し、取り組み中です。 

送る会は２月２５日の予定です。ほんわかと心が温まる、そして思

いが通い合う形での会の成功を期待しています。また、後日になりま

すが、６年生からは、お礼の気持ちを込めた「ありがとうコンサート」

を企画しています。これもまた、どんな会になるのか楽しみにしてい

ます。 

例年通りにはいかないことを肯定的にとらえれば、新たなものに挑

戦したり、より深く考え実現への道を探ろうとしたりする意欲や態度

を育てていくよい機会です。コロナ禍だからこそ、考え行動していく

力を培うチャンスにしたいです。 

 

 

〇「マイサポーター」を決めました・・・ 
子ども達が困ったとき、担任以外、誰に相談したらよいのかわからないという声を聞きました。学校の

スタンスとしては、校内の誰であっても声をかけてもらえれば相談にのれるようにしていますが、子ども

の立場からみると敷居の高いことのようでした。 

そこで今回、子ども達から「担任の先生以外に相談にのってほしい人」を「マイサポーター」としてあ

らかじめ指名しておくことで、相談が必要になったとき、相談に行きやすくしました。 

早速、マイサポーターと相談をしたという子どももいたようです。子ども達が学校生活を送るうえで、

少しでも不安が取り除かれ、安心して生活がおくれるようにと今後とも努めていきます。 

   稲 西  っ 子 


